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ITERや原型炉のダイバータにおいて、

ELM(Edge Localized Mode)と呼ばれる間欠的で

はあるが非常に高い熱流束を受けることが大

きな課題の一つとなっている。筑波大学プラズ

マ研究センターでは、タンデムミラー装置

GAMMA  10/PDX西エンド部でダイバータ模

擬装置を設置し、ダイバータ開発に向け必要な

知見を得るための実験を行っている。プラグ部

において28GHz-500kWジャイロトロンを用い

てECRHを行うことでエンド部に端損失高熱流

束を生成することができる。ECRH出力を変調

することでELMを模擬した間欠的な熱流束を

生成することもできる。生成した端損失電子の

熱流束は西エンド部ミラースロート付近に設

置されている可動式カロリメータや東西両エ

ンドプレート背部に設置されている静電型エ

ネルギー分析器(Loss Electron Detector：LED)に

よって計測を行っている。 

 GAMMA 10/PDXエンド部で生成される熱

流束はプラグECRHの入射パワーに依存し、飽

和することなく増加することが観測されてい

る。ジャイロトロンから発振された電磁波は、

導波管で伝送された後、2枚の反射鏡でガウス

状ビームとして1Tの共鳴層に入射される。そこ

で、ELM模擬実験に向けてより熱流束を増大さ

せるために、既存のECRHシステムの2枚目の反

射鏡の形状を、共鳴層位置における放射分布の

1/e半径を63mmから40mmへと細くなるように

改良することで、中心付近の入射パワー密度を

上昇させた。 

改良型反射鏡を東西の両プラグ部に設置し、

プラグECRH入射実験を行った。LEDで計測し

た熱流束(電子電流密度と実効電子温度の積)と

カロリメータによって計測した熱流束の反射

鏡改良前後の比較をそれぞれ図1、図2に示す。

同じ入射パワーにおいても、ピークでの熱流束

は反射鏡改良によりおよそ1.5倍程度増加した

ことが確認できた。カロリメータ計測により

450kWのプラグECRH入射で27MW/m2の熱流束

を生成できることが確認できた。カロリメータ

を上下方向に動かすことで計測した熱流束の

径方向分布を図3に示す。実線はガウス関数で

フィッティングしたものである。本発表では改

良型反射鏡を用いたプラグECRHを行うことで

生成した端損失電子の熱流束計測についての

最新の研究結果について報告する。 
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図1 LED計測による 

電子電流密度×実効電子温度

の反射鏡改造前後での比較 

図2 カロリメータ計測による 

熱流束の反射鏡改造前後での比較 

図3 カロリメータ計測による 

熱流束の径方向分布 
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